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　　　　　　　1，電氣談話愈

　當部では從來毎週金曜目に電氣談話會を開鰹し，教
官職員相集つて研究の獲表を行つて來た．そして一同

の討論を経てから學會その他の機關誌に論丈を獲表す

るならわしにしている．所が最近學會誌等では論丈提

th，後印捌公表になるまでに牛年以上竜かかる現欺なの

で，折角の研究を少しでも早く周知させるために，ま

た當部の記録として残すために研究の要旨をガリ版刷

PにLて希望者に配布V，又保存することにした．こ

のことは1950．年1月より實施しておリダ1951年末
までに約100篇の論文が紹介された．

　以下に昨年12月以來爽表された論丈題目を掲げる
ことにする．

　第57回　電氣談話會　1951年12月7日
　特研生　尾上守夫，大學院學生　檜田聖，雇員　市
川初男（高木研究室）：、自動位相制御による安定化可

攣周波獲振器．第2巻，第48號．

　内地研究員　相川孝作（山梨大學助教授，星合研究

室）：水銀整流器内に登生する低周波電氣振動．第2

巻，第49號．

　内地研究員　鈴木喜彦（徳島大學助教授，藤高研究

室）：細い導線の衝撃電流による溶噺特性について．

第2巻，第50號．

　第58回電氣談話會ユ951年12’月14日
　助手　望月仁．（星合研究室）：熱電子放射式とその

攣形．第2巻，第5L號．
　助教授　中西邦雄：低氣塵に於ける開路特性（誘導

負荷の揚合）．第2巻，第53號．

　第59国電氣談話會1951年12月12日
　特研生　猪瀬博，雇員　久保卓藏（森脇研究室）：

雑吾を利用した擬似通信呼獲生装置（1）i第2巻，第
52號．　　　　　・

　助教授　野村民也（星合研究室）：電氣的含灘量測

定器（第1報），Qメータ法の測定範園及び誤差．第2

巻，第54號・電氣的含濃量測定器（第2報）差働蓄
電型含灘計．第2巻，第55號．

　第60回電氣談話會1952年1月25日
　助教授　丹羽登，雇員　佐下橋市太郎（高木研究室）：

超音波厚味計によるタンク厚味測定．第3巻，第1號．

　教授　高木昇，特研生　尾上守夫，大學院」曾田聖，

第2部　助教授　安藤良夫，大學院飯田國廣：多現
象同時測定環抵抗線歪計の試作．第3巻，第2號．

　　　2，自記弐ボーラログラフ装置の試作

　求一ラログラフ分析法は本邦でも金屡關係ではJIS
に探用され實用に入り，藥品，石柚關係その他の分析

に慮用する等工業分析として廣範園に擾がつている．

　工業分析に用いるためには從來の印画紙に鋭感検流

計のフレを記録する方法では種々不便亀多いのでペン

記録式が用いられる。さらに定量分析としては限界電

流の大匙さを精確に計る必要から，直角座標に記録す

るのが有利である．そこで横河電機と共同研究をとり

ER21型記録電位差計をスピード化して，また電流感
度を」曾す方法をとつた．記録紙は從來（？）もめは1時間

に50mm，前後のものを1分間に12．5　mmにして，

さらに電塵は一5mV～十55　mVと感度を落して電流
感を上げるよう製作が進められている．

　電位差計の方は當所の中央工作所で製造し，同期モ

・一 ^ーで記録計の記録舞と合致するように回韓させ
た．

　さらに小型の電位差計を同期モーターで廻す方もぼ

とんど製作を絡つている．電流感度の方は現在の所記

録計だけでは全スケール50瞭が精一杯の所なので，

前段潜幅器で直流檜幅を行い，また記録計の入力抵抗

は1kΩ．以内にある必要があるのでカソー一ドフォロー

ワーにした．
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　　　　　　　　，
　そして電流感度は全スケールでO．1　yAより50　pA
迄可攣になるよう設計して前段増幅器を作つている．

　横河電機で製造中の記録計の製作が遽れ，まだ全盟

の組立に迄至つていないが，三月末i迄には全髄の製作

を終り本格的自記型潔一ラログラフとして種々の分析
に利用してみる豫定である．（仁木ca次　27．2．11））
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折込裏面 A型構造圖縮尺約1んoo A型構造圖縮尺約1／000

左 表 ［部枷勧麩］の項に入れる ［垂礎騨種の決定冒1の項に入つている
〃 下　　6 本　　丈 基礎底面積の決定 基確底面積の決定
右 第14圖 乾板上の距離 乾板上の

左 第8圖 iヒリ方向 上り方向
〃 下3～2 後で　　　　　　　　　　　　‘ 後者では
〃 i第11圃説明 歪 盃
右’ 14 本　　文 鷹力擾齪 　　　　　　　　　　　　　　　ノ髀?ﾏ力
〃 30 〃 （第13圖實線） （第12圖實線）

左 下　　1 〃 V5， V6，

右 速報・第4圖 6C6の第3格子を陰極につなぐ
右 6 本　　丈 不動態 不動熊

右 20 電氣工學 電氣工力

左 筆者紹介 根岸勝雄　超音波測定・ 超普波材料　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　¶、
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